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ふ る さ と 探 訪 
 

テーマ 萩の最明寺と藤澤東畡の史跡を訪ねる  

講 師 佐野 通明  

日 時 平成２９年９月３日（日） 
     

 

共 催 

高松市歴史民俗協会 

高松市文化財保護協会 

高松市教育委員会 



 

１ 

塩
江
町
安
原
下
・
観
月
橋 

香
東
川
は
三
木
町
津
柳
を
源
と
し
、
阿
讃
山
脈
の
大
滝
山
や
竜
王
山
に
発
し
た
樺
川
、
内
場
川
な
ど
の
支
流
を
合
わ
せ
な

が
ら
、
蛇
行
し
て
瀬
戸
内
海
に
注
い
で
い
る
。
二
級
河
川
で
あ
る
が
綾
川
に
次
ぐ
長
い
河
川
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
高

松
市
塩
江
町
の
北
部
に
位
置
し
、
香
東
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
概
ね
国
道
一
九
三
号
線
が
走
っ
て
い
る
。
周
辺
に
は
高
松
市
役

所
塩
江
支
所
、
最
明
寺
、
教
福
寺
、
西
谷
八
幡
神
社
、
音
川
城
跡
、
塩
江
歴
史
資
料
館
、
し
お
の
え
古
民
館
な
ど
が
あ
る
。 

観
月
橋
か
ら
は 
香
東
川
に
削
ら
れ
た
岩
石
と
井
堰
、
下
流
に
は
大
き
な
岩
石
や
松
風
橋
（
吊
り
橋
）
が
見
え
る
。
国
道

一
九
三
号
線
か
ら
分
か
れ
て
南
に
進
む
と
奥
野
千
本
桜
、
柏
原
渓
谷
へ
と
続
く
。
県
道
高
松
香
川
塩
江
自
転
車
道
の
起
点
は

観
月
橋
の
右
岸
で
、
こ
こ
か
ら
岩
崎
ま
で
は
、
ほ
ぼ
塩
江
温
泉
鉄
道
（
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
）
の
軌
道
跡
を
通
っ
て
い
る
。
途
中

に
遺
構
で
あ
る
橋
梁
の
上
を
通
り
、
香
東
川
に
沿
っ
て
郷
東
橋
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
観
月
橋
の
下
に
は
池
西
幹
線
の
関

井
堰
が
あ
り
、
そ
の
水
路
は
香
東
川
の
左
岸
に
沿
っ
て
鮎
滝
か
ら
香
南
町
の
高
地
を
通
り
、
綾
川
町
畑
田
ま
で
潤
し
て
い
る
。 

周
辺
は
山
に
囲
ま
れ
た
段
々
の
田
畑
が
点
在
し
、
春
は
新
緑
、
初
夏
は
ホ
タ
ル
、
秋
は
紅
葉
、
萩
な
ど
四
季
折
々
の
景
観

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
岩
肌
を
流
れ
る
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
響
き
、
山
並
み
に
囲
ま
れ
た
こ
の
情
景
は
、
自
然
と
共
に
暮

ら
す
原
風
景
が
感
じ
ら
れ
る
。 

     

 



 

２ 

萩
の
最
明
寺 

 
最
明
寺
の
歴
史
な
ど 

行
基
菩
薩
が
文
武
天
皇
の
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
来
ら
れ
、
薬
師
如
来
の
本
尊
を
刻
ん
で
安
置
し
、
如
意
輪
寺
と
称
し

た
。
そ
の
後
、
嵯
峨
天
皇
の
弘
仁
十
二
年
（
八
二
一
）
に
弘
法
大
師
が
来
て
千
手
観
音
を
刻
ん
で
安
置
し
た
と
い
う
。
ま
た

文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
に
北
条
時
頼
が
諸
国
修
行
の
途
中
、
こ
こ
に
立
ち
寄
り
伽
藍
を
再
建
し
て
寺
名
を
最
明
寺
と
改
め

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
長
宗
我
元
親
の
兵
火
に
か
か
っ
た
。 

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
最
明
寺
の
快
明
が
「
安
原
古
跡
物
語
」
を
増
補
し
て
「
安
原
記
」
を
著
す
。 

明
治
十
二
年
の
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
時
、
こ
の
音
川
の
地
に
仮
に
再
建
し
て
移
り
、
そ
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

寺
宝
は
本
尊
の
木
造
薬
師
如
来
立
像
、
木
造
千
手
観
音
立
像
、
涅
槃
像
、
両
界
曼
荼
羅
、
鰐
口
な
ど
。
梵
鐘
は
先
の
大
戦
で

供
出
し
た
た
め
、
昭
和
二
十
一
年
に
境
内
で
塩
江
町
樺
川
の
人
び
と
に
よ
る
「
タ
タ
ラ
」
に
よ
り
、
鋳
造
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。 土

用
の
丑
の
日
に
病
伏
せ
と
し
て
「
き
ゅ
う
り
加
持
」
や
土
砂
加
持
、
流
水
灌
頂
な
ど
の
行
事
が
あ
る
。 

         



 

最
明
寺
の
萩 

当
山
第
四
十
一
世
明
圓
に
よ
り
境
内
に
あ
っ
た
優
美
に
咲
く
「
宮
城
野
萩
」
を
境
内
に
株
分
け
し
て
、
増
殖
に
努
力
し
て

萩
の
名
所
の
基
礎
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
後
第
四
十
二
世
明
澄
に
至
り
一
層
の
増
殖
に
よ
り
、
境
内
全
面
に
繁
茂
し
て
萩
の
名

所
と
な
っ
て
い
る
。
可
憐
な
萩
の
観
賞
の
た
め
文
人
墨
客
、
茶
俳
人
が
後
を
絶
た
な
い
。
讃
岐
百
景
「
萩
の
名
所
」
と
な
っ

て
い
る
。 

 

音
川
で 
心
清
め
て 

最
明
寺 

 

瑠
璃
の 

庭
に
ぞ 

萩
の
花
山 

          



 

３ 

松
平
家
の
音
川
別
荘
跡 

最
明
寺
の
北
方
百
メ
ー
ト
ル
余
り
の
一
段
高
い
平
地
で
、
後
ろ
に
山
を
背
負
い
、

南
面
に
は
石
垣
が
見
ら
れ
る
。
東
西
約
七
十
メ
ー
ト
ル
、
南
北
は
西
の
方
で
十
メ
ー

ト
ル
、
東
の
方
で
三
十
メ
ー
ト
ル
の
地
と
お
も
わ
れ
る
。
山
際
に
堀
が
残
っ
て
い
る
。 

音
川
の
別
荘
は
岩
部
の
別
荘
と
と
も
に
藩
主
が
夏
季
避
暑
用
の
も
の
で
、
松
平
賴

重
は
早
く
は
寛
永
十
九
年(

一
六
四
二)

に
こ
こ
に
来
て
い
る
。
「
英
公
日
暦
」
に
「
七

月
二
十
二
日
香
東
川
へ
お
い
で
な
さ
ら
れ
、
道
に
て
鳥
三
つ
鉄
砲
に
て
遊
ば
さ
れ
、

そ
れ
よ
り
香
東
川
に
て
鮎
御
取
り
、
音
川
ま
で
御
座
な
さ
ら
れ
、
夜
五
つ
お
帰
り
、

御
殺
生
の
鮎
七
百
ほ
ど
也｣
と
あ
る
。
ま
た
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
は
「
音
川
に

遊
び
新
館
に
宿
す
」
と
あ
る
。
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
八
月
に
は
糸
姫
、
頼
母
、

図
書
、
亀
千
代
、
竹
松
の
五
人
の
子
女
を
連
れ
て
泊
ま
っ
た
な
ど
の
記
録
が
あ
り
、

た
び
た
び
音
川
を
訪
れ
て
い
る
。 

 

４ 

音
川
城
跡
・
関
城
跡 

城
は
標
高
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
香
東
川
右
岸
の
小
山
の
上
部
に
築
か
れ
て
い
た
。
阿
波
と
の
山
越
え
ル
ー
ト
の
ひ
と
つ
で

あ
る
塩
江
街
道
を
見
通
す
位
置
に
築
か
れ
て
い
た
。
平
成
十
年
の
踏
査
に
よ
り
、
曲
輪
、
堀
、
土
塁
な
ど
の
遺
構
が
良
好
に

残
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

こ
の
城
の
規
模
は
小
さ
い
が
主
郭
を
半
周
す
る
横
堀
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
香
川
県
で
は
貴
重
な
存
在
で
あ
る
と
い
う
。

こ
の
地
は
香
東
川
ま
で
小
尾
根
が
突
き
出
て
川
を
狭
め
、
ま
た
見
通
し
を
さ
え
ぎ
っ
て
い
る
位
置
に
関
城
が
あ
り
、
時
期
は

天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
で
対
岸
の
音
川
城
と
の
呼
応
と
い
う
点
で
も
好
適
の
地
で
あ
る
。
関
城
跡
は
田
畑
と
な
っ
て
い
る

音川別荘跡（『新修 塩江町史』より）  



 

た
め
遺
構
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
現
在
、
関
と
い
う
地
名
が
残
る
地
点
は
、
か
つ
て
は
こ
の
尾
根
裾
を
ま
い
て
川
沿
い
に

塩
江
街
道
が
通
り
、
そ
こ
に
は
関
所
が
置
か
れ
て
い
た
。 

川
田
家
の
宗
家
景
兼
の
子
景
信
は
川
田
信
濃
守
と
号
し
、
安
原
下
音
川
に
移
り
住
み
、
家
の
北
方
山
頂
に
小
城
を
築
き
、

音
川
城
と
称
し
、
こ
れ
に
拠
っ
た
。
景
信
の
子
景
次
は
主
膳
正
と
号
し
、
孫
景
盛
は
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
に
天
霧
山
の

堀
江
の
戦
い
で
戦
死
し
た
と
川
田
弥
一
家
所
蔵
の｢

平
姓
川
田
氏
系
図｣

に
み
え
る
。 

 音
川
城
跡 

所
在
地 

高
松
市
塩
江
町
安
原
下
字
音
川 

立
地 

 

丘
陵
先
端 
標
高
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 

比
高 

七
〇
メ
ー
ト
ル 

現
状 

 

山
林 

遺
構 

 

曲
輪
、
堀
、
土
塁 

城
主 

 

川
田
信
濃
守
景
信 

時
期 

 

不
詳 

 

関
城
跡 

 

所
在
地 

高
松
市
塩
江
町
安
原
下
字
関 

立
地 

 

丘
陵
先
端 

標
高
百
三
十
四
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 

比
高 

十
五
メ
ー
ト
ル 

現
状 
 

田
畑 

遺
構 

 

な
し
（
田
畑
化
、
一
部
埋
没
か
） 

城
主 

 

川
田
信
濃
守
景
信 

時
期 

 

天
正
七
年
（
一
五
七
九
） 



 
 

 

【出典】香川県中世城館跡詳細分布調査報告書  

平成十五年三月（2003） 香川県教育委員会  

 



 

５ 

関
所
跡 

塩
江
街
道
は
高
松
城
下
か
ら
仏
生
山
、
塩
江
、
内
場
、
相
栗
峠
越
の
阿
波
と
讃
岐
を
結
ぶ
重
要
な
道
で
あ
り
、
阿
波
へ
は

讃
岐
米
、
塩
や
魚
介
類
が
、
阿
波
か
ら
は
薪
炭
、
木
地
、
藍
玉
な
ど
の
物
資
の
交
易
が
あ
り
、
人
び
と
の
往
来
も
多
く
関
所

が
置
か
れ
て
い
た
。
関
所
で
は
、
手
形
や
各
種
産
物
な
ど
の
検
査
や
監
視
を
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
金
刀
比
羅
宮
や
法
然
寺

へ
の
参
詣
道
と
い
う
宗
教
的
な
意
味
も
あ
っ
た
。 

寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
の
讃
岐
国
絵
図
に
は
百
相
村
―
鮎
滝
―
内
場
―
相
栗
峠
の
安
原
往
還
が
高
松
城
下
と
国
境
を
結

ぶ
路
線
と
し
て
す
で
に
存
在
し
て
い
る
。
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
の
蜂
須
賀
国
境
絵
図
で
も
相
栗
峠
の
路
線
が
描
か
れ

て
お
り
、
阿
波
藩
に
と
っ
て
も
こ
の
道
筋
は
讃
岐
と
阿
波
を
結
ぶ
重
要
な
道
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
関
と
い
う
地
名
も

こ
こ
か
ら
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

６ 

塩
江
温
泉
鉄
道
（
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
高
松
琴
平
電
気
鉄
道
の
仏
生
山
駅
を
起
点
と
し
て
営
業
さ
れ
た
。
仏
生
山
か
ら
塩
江
間
十
六
・

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
運
転
所
要
時
間
四
十
分
、
車
賃
は
四
十
銭
で
あ
っ
た
。
仏
生
山
か
ら
舟
岡
・
浅
野
・
伽
羅
土
・
川
東
・

岩
崎
・
鮎
滝
・
関
・
安
原
・
中
村
・
岩
部
の
各
駅
を
経
て
塩
江
を
終
点
と
し
た
。
川
崎
車
輌
で
製
作
し
た
車
両
に
、
米
国
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
ス
・
ア
ン
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
社
製
の
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
、
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
と
し
て
は
前
進
・
後
進
の
で
き
る
車

輌
で
あ
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
は
四
十
人
乗
り
、
座
席
は
ロ
ン
グ
シ
ー
ト
、
そ
し
て
つ
り
革
が
あ
り
、
そ
の
小
さ
な
車
体
は

「
マ
ッ
チ
箱
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。 

定
期
便
は
一
両
で
運
行
さ
れ
て
い
た
が
、
団
体
客
や
塩
江
の
花
火
大
会
、
菊
人
形
展
、
少
女
歌
劇
団
の
演
劇
な
ど
乗
客
の

多
い
時
に
は
２
両
連
結
、
臨
時
便
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
春
は
奥
野
千
本
桜
、
夏
は
蛍
狩
、
鮎
釣
、
鵜
飼
、
納
涼
、
秋
は

紅
葉
狩
、
キ
ノ
コ
狩
り
、
冬
は
忘
年
会
、
新
年
会
、
大
滝
山
の
ス
キ
ー
な
ど
と
盛
ん
に
観
光
客
を
誘
致
し
て
い
た
と
い
う
。

仏
生
山
で
琴
平
電
鉄
と
接
続
さ
れ
て
高
松
中
心
部
と
の
交
通
は
大
い
に
開
け
、
中
等
学
校
に
進
学
す
る
も
の
が
急
速
に
多
く

な
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
十
六
年
に
戦
争
の
激
化
に
よ
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
統
制
が
実
施
さ
れ
て
燃
料
供
給
は
難
し
く
な
り
、
そ

の
う
え
レ
ー
ル
な
ど
の
資
材
は
徴
発
さ
れ
全
線
廃
止
と
な
っ
た
。 

現
在
は
ト
ン
ネ
ル
が
伽
羅
土
、
中
村
、
小
矢
谷
、
岩
部
に
、
橋
梁
が
関
、
中
村
、
岩
部
な
ど
に
残
っ
て
い
る
。 



 
 

 ガソリンカーの写真 

 



 

関
駅
跡 

ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
は
仏
生
山
か
ら
岩
崎
ま
で
は
田
園
風
景
の
広
が
る
地
域
を
走
っ
て
い
た
が
、
岩
崎
か
ら
は
香
東
川
右
岸
沿
い
に
山
間

部
へ
と
線
路
は
延
び
て
い
く
。
岩
崎
か
ら
の
線
路
跡
は
高
松
香
川
塩
江
自
転
車
道
と
し
て
整
備
さ
れ
て
観
月
橋
に
続
く
。
香
東
川
沿
い

に
走
っ
て
い
た
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
は
、
関
で
始
め
て
香
東
川
を
渡
る
。
渡
っ
て
ま
も
な
く
行
く
と
第
二
橋
梁
。
そ
の
橋
の
た
も
と
が｢

関
駅

跡｣

で
、
香
東
川
自
転
車
道
の
少
し
西
側
で
あ
る
。
関
駅
跡
を
過
ぎ
て
再
び
橋
を
渡
る
と
最
明
寺
が
す
ぐ
目
前
。 

ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
が
走
っ
て
い
た
頃
は
毎
日
の
よ
う
に
門
前
市
が
あ
り
、
特
に
大
き
な
行
事
や
萩
の
季
節
に
は
参
道
前
に
「
臨
時
駅
」

が
置
か
れ
、
参
拝
客
の
人
び
と
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
。
市
で
は
綿
菓
子
、
タ
ニ
シ
、
飴
な
ど
の
屋
台
が
あ
り
、
高
い
台
を
設
え
て
の
餅

投
げ
、
力
持
ち
（
長
尾
寺
の
餅
運
び
と
同
じ
も
の
）
な
ど
が
あ
り
関
駅
の
付
近
は
大
勢
の
人
出
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
関
駅
付
近
に

は
臨
時
の
自
転
車
置
場
が
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。 

 

７ 

藤
澤
東
畡 

藤
澤
東
畡
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
安
原
下
中
村
の
地
に
生
ま
れ
る
。
名
は
甫
、
雅
号
を
東
畡
と
い
う
。
温
厚
で
誠
実
な
性
格

で
あ
っ
た
。
学
問
を
好
み
、
六
歳
の
頃
か
ら
母
に
文
字
を
教
え
ら
れ
、
弟
た
ち
と
畑
の
草
刈
を
す
る
時
も
鎌
で
土
の
上
に
文
字
を
書
い

て
覚
え
た
。
ま
た
、
川
で
遊
ぶ
時
も
河
原
の
石
に
文
字
を
書
き
つ
け
て
覚
え
た
。
幾
年
に
も
わ
た
っ
て
墨
で
書
き
付
け
た
の
で
、
近
く

の
河
原
の
石
に
は
ほ
と
ん
ど
文
字
の
書
き
跡
が
あ
っ
た
と
い
う
。 

九
歳
の
頃
、
高
松
に
出
て
香
南
町
出
身
の
中
山
城
山
先
生
の
家
に
住
み
込
み
、
家
事
を
手
伝
い
な
が
ら
学
ん
だ
。
城
山
先
生
は
儒
学

の
中
で
も
「
古
文
辞
学
派
」
の
学
者
で
、
中
国
の
有
名
な
漢
文
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
政
治
経
済
、
日
本
史
、
中
国
語
な
ど
に
も
関
心

の
高
い
先
生
だ
っ
た
。 



 

二
十
三
歳
に
な
る
と
中
山
先
生
の
命
で
、
西
日
本
に
学
問
修
行
の
旅
に
出
る
。
長
州
藩
の
「
明
倫
館
」
な
ど
の
塾
で
研
鑽
を
積
み
、

長
崎
で
は
中
国
語
を
学
ん
だ
。
二
十
六
歳
で
長
崎
よ
り
戻
っ
て
、
高
松
で
塾
を
開
く
。
ま
た
、
同
じ
年
に
古
高
松
の
揚
分
潮
（
分
潮
は

製
塩
業
者
で
、
全
国
的
に
販
売
す
る
讃
岐
一
の
豪
商
）
の
子
の
小
四
郎
の
家
庭
教
師
を
努
め
た
。 

三
十
歳
で
大
坂
に
出
て
、
私
塾
「
泊
園
塾
」
を
設
立
し
若
者
の
教
育
に
携
わ
る
。「
泊
園
塾
」
は
幕
末
に
近
づ
く
と
そ
れ
ま
で
の
朱
子

学
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
が
増
え
て
古
文
辞
学
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
様
々
な
藩
の
藩
主
の
中
に
も
東
畡
を
招
い
て
講
義
を

聞
く
も
の
が
現
れ
、
有
名
塾
と
な
っ
た
。
門
人
の
中
に
は
後
に
外
務
大
臣
と
な
る
陸
奥
宗
光
、
朝
日
新
聞
社
社
長
、
伊
藤
忠
商
事
社
長
、

武
田
薬
品
社
長
、
岡
山
閑
谷
学
校
校
長
、
日
本
大
学
学
長
な
ど
の
医
師
、
薬
学
家
、
実
業
家
、
政
治
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
学
者
、

教
育
者
と
し
て
活
躍
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
。 

東
畡
は
幕
末
に
な
る
と
、
大
い
に
尊
王
主
義
を
唱
え
た
。
東
畡
が
五
十
六
歳
の
時
に
大
坂
に
住
ん
だ
ま
ま
で
高
松
藩
士
の
資
格
を
得

た
。
文
久
年
間
（
一
八
六
一
～
六
四
）
に
は
藩
主
に
従
っ
て
京
都
に
赴
い
た
。
時
の
幕
府
将
軍
徳
川
家
茂
は
二
条
城
で
東
畡
と
会
い
、

幕
府
の
儒
学
者
と
し
て
招
こ
う
と
し
た
。
し
か
し
幕
府
の
考
え
と
は
合
わ
ず
、
辞
退
し
て
大
坂
に
帰
り
、
塾
で
若
者
の
育
成
を
楽
し
ん

だ
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
、
七
十
一
歳
で
病
没
し
た
。
そ
の
教
え
は
子
孫
に
引
き
継
が
れ
る
。 

東
畡
四
十
八
歳
の
時
に
息
子
の
恒
太
郎
が
生
ま
れ
た
。
恒
太
郎
は
優
秀
で
後
に
「
南
岳
」
の
号
で
東
畡
の
後
を
継
ぎ
、
塾
名
を
「
泊

園
書
院
」
と
し
て
大
坂
一
の
私
塾
と
な
っ
た
。
戊
辰
戦
争
の
時
に
高
松
藩
が
伏
見
で
官
軍
に
砲
撃
し
て
し
ま
い
、
朝
廷
の
敵
と
し
て
他

藩
か
ら
攻
撃
を
受
け
そ
う
に
な
る
と
、
泊
園
書
院
の
人
脈
を
使
っ
て
高
松
藩
が
許
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
た
。
そ
し
て
維
新
後
も
講
道
館

の
教
員
と
し
て
、
讃
岐
の
若
者
を
育
成
し
た
。
講
道
館
の
閉
校
後
は
大
阪
に
戻
っ
て
塾
経
営
に
励
み
、
さ
ら
に
南
岳
の
子
の
黄
鵠
・
黄

坡
の
兄
弟
に
受
け
継
が
れ
た
。
後
に
泊
園
書
院
が
閉
校
し
た
時
に
そ
の
蔵
書
約
一
万
六
千
冊
は
関
西
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
現
在
も
「
泊

園
文
庫
」
と
し
て
多
く
の
学
者
の
研
究
を
支
え
て
い
る
。 

 

 



 

藤
澤
東
畡
頌
徳
碑 

な
ど 

明
治
三
十
五
年 

有
志
の
同
志
会
に
よ
り
建
立
。 

安
原
下
中
村 

昭
和
三
十
八
年 

頌
徳
碑
の
所
在
を
示
す
標
柱
を
建
て
る
。 

字
は
東
畡
の
曾
孫
で
作
家
の
藤
澤
桓
夫
の
筆
で
あ
る
。
東
畡
百
年
祭
と
し
て
。 

百
年
祭
の
記
念
碑 

「
庭
闈
春
色
新
」 

昭
和
三
十
八
年 
顕
彰
会
が
結
成
さ
れ
、
塩
江
町
と
合
同
で
塩
江
中
学
校
の
校
庭
に
建
立
。 

 

塩
江
町
歴
史
資
料
館 

 

場 
 

所 

高
松
市
塩
江
町
安
原
下
の
安
原
小
学
校
跡 

開 
 

館 

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
三
日 

開
館
時
間 

土
、
日
曜
日
及
び
祝
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で 

入
館
料 

 

無
料 

主
な
資
料 

○ 

儒
学
者
藤
澤
東
畡
及
び
南
岳
の
書
、
書
籍
及
び
関
連
資
料
コ
ー
ナ
ー 

○ 

旧
塩
江
小
学
校
及
び
旧
安
原
小
学
校
ア
ル
バ
ム
、 

高
松
市
無
形
民
俗
文
化
財
「
樺
川
た
た
ら
踊
り
」
資
料
な
ど 

○ 

塩
江
温
泉
鉄
道
（
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
）
資
料 

塩
江
温
泉
な
ど
の
絵
は
が
き
、
地
域
の
風
景
写
真
・
書
籍
、
資
料
閲
覧
コ
ー
ナ
ー 

○ 

企
画
展
示
（
定
期
的
に
開
催
予
定
） 

  



 

 ～ふるさと探訪９月「萩の最明寺と藤澤東畡の史跡を訪ねる」探訪コース～ 

  

◎集合 

塩江支所 

塩江コミュニティセンター 観月橋 

最明寺 

松平家の音川別荘跡 

音川橋 

関所跡 

松風橋 

塩江町歴史資料館 

バス停「安原農協」 

バス停「中徳」 



 
  

参 

考 

文 

献 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
新
修 
塩
江
町
史 

平
成
八
年
八
月 

塩
江
町 

・
塩
江
の
四
季 

第
四
集 

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日 

 
 

塩
江
町
文
化
財
保
護
研
究
会 

・
六
十
年
の
あ
ゆ
み 
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
一
日 

 
 
 

高
松
琴
平
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

・
八
十
年
の
あ
ゆ
み 

平
成
元
年
十
二
月 

 
 

 
 

 
 
 

高
松
琴
平
電
気
鉄
道
株
式
会
社 

・
琴
電
一
〇
〇
年
の
あ
ゆ
み 

平
成
二
十
四
年
三
月
一
日 

 

森 

貴
知 

・
香
東
川
と
暮
ら
し 

 

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日 

 

高
松
市
香
川
町
文
化
財
保
存
会 

・
香
川
県
中
世
城
館
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
書 

 

平
成
十
五
年
三
月 

香
川
県
教
育
委
員
会 

・
萩
の
寺 

 

福
寿
山 

来
迎
院 

最
明
寺 

・
藤
澤
東
畡
と
そ
の
一
族 

一
九
九
一
年 

 

塩
江
町
教
育
委
員
会 

・
知
の
巨
人 

藤
澤
東
畡
展
―
没
後
１
５
０
年
記
念
― 

 

平
成
二
十
五
年 

高
松
市
歴
史
資
料
館 

・
藤
澤
東
畡
と
ゆ
か
り
の
人
た
ち 

―
塩
江
町
歴
史
資
料
館
開
館
記
念
講
演
会
― 

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
三
日 

 

四
国
大
学 
書
道
文
化
学
科
教
授 

太
田 

剛 

 
 



 

９月３日（日）復路 

◆ことでんバス 塩江線 

 （中徳）    （安原農協）   （瓦町）     （高松駅）     

１１：４９発 → １１：５０ → １２：２８   → １２：４１ 着              

  

※この次の便は、中徳１３：４９発、高松駅１４：４１着になります。 

 （安原農協 １３：５０、瓦町１４：２８） 

次回のふるさと探訪は… 

テ － マ  「公渕池周辺（東植田）を訪ねる」（予定） 

 と  き  平成２９年１０月２９日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

集合場所  公渕森林公園（予定） 

講   師  久保 征四郎（東植田コミュニティ協議会文化部長） 

参 加 費  無料 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」１０月１５日号に開催案内を掲載しますので、 

御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始時間まで」）で 

お知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

 

 

 

 
 



 
 

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


